
平成 27 年度前期理事会 議事録 

日時：平成 2７年 9 月 12 日（土） 18 時～  

場所： ANA クラウンプラザホテル４階 高砂の間 

 
議題 

理事会の成立について（森川） 

出席者（計 22 名）（理事 63 名中） 

鳴嶋眞人、西上茂樹、安田浩成、斧出安弘、天野祐一、寺川文彦、柳井尚浩、馬野隆信、柴田和

弥、阪本博史、長濱信一、宮内 晃、古瀬洋一、上野憲司、伊藤智康、日下昌浩、木下裕介、小

竹志郎、妻鹿良平、宮脇 裕二、調子 和則、森川献志漢 

委任状 （計 25 通） 

 
報告事項 

１、 会員の動向について（森川） 

２、 平成 27 年度前期事業報告（森川） 

３、 その他 

 協議事項 

１、 平成 27 年度後期事業計画（森川） 

２、 その他 

 
報告事項 

１、会員の動向について 

平成 27 年度の総会以降の入会者、廃業・死亡退会者の御報告 

・門田嘉弘先生（昭和 43 年入局）が、平成 27 年 5 月 17 日に、ご逝去。 

・妻鹿利和先生（昭和 31 年入局）が、平成 27 年 5 月 19 日に、ご逝去。 

・越宗正晃先生（昭和 44 年入局）が、平成 27 年 7 月 27 日に、ご逝去。 

 
閉院情報 

・三明靖昌先生（昭和 39 年入局）が、平成 27 年 3 月末で閉院 

・小寺力先生（昭和 48 年入局）が、平成 27 年 9 月に閉院予定 

   
住所変更（市町村の再編成による住所名変更を含む） 

・西賀隆夫先生（昭和 52 年入局） 

〒527-0021 滋賀県東近江市八日市東浜町 1-27 

http://www.myclinic.ne.jp/hirosima/pc/index.html 
・阪本一樹先生（昭和 57 年入局） 

http://www.myclinic.ne.jp/hirosima/pc/index.html


阪本整形外科医院→阪本病院 

住所 →〒769-2602 香川県東かがわ市川東 103-1 

http://www.sakamoto-hosp.or.jp/sakamoto/htm/ 
・片上善嗣先生（昭和 46 年入局） 

片上外科を平成 27 年 6 月 30 日に閉院。新たに 7 月中旬にクリニックを開院。 

新クリニック：〒578-0974 東大阪市鴻池元町 10-45（1F）TEL 06-6744-1181、Fax 06-6744-7866 

住所：〒553-0003 大阪市福島区福島 1-1-48-4109 タワーオオサカ 

・秋野一男先生（昭和 56 年入局）診療所の移転（8 月 24 日から） 

〒559-0017 大阪市住之江区中加賀屋 3-2-3 プライム加賀屋 1F TEL 06-6683-8808,Fax 

06-6683-8965 

 
２、平成 27 年度前期事業報告 

H27.04.25（土）市整会総会 天王寺都ホテル（講演会のみ共催：科研製薬） 

( 出席 37 名, 委任状 88 通 （会員 204 名）) 

    ・今回より、共催メーカーが、旭化成から科研製薬に変更。 

   演題名「末梢神経の common disease -基礎と臨床-」 （座長：増田 博）  

    演者 東住吉森本病院 整形外科 池田幹則先生 

 
H27.06.06（土）第 14 回 大阪最新整形外科研修セミナー（大学行事) 

 
H27.06.07（日）スケルトンゴルフコンペ 天野山ＣＣ（ 参加人数：22 名 ） 

 
H27.06.13（土）学術講演会 天王寺都ホテル 6 階「吉野の間」（東）16：00～（共催：旭化成） 

（市整会会員 48 名,同門会会員 11 名,非会員 24 名,演者 4 名の計 87 名の先生方が参加）（総合司

会 小竹志郎先生） 

 ・今回より、共催メーカーが、田辺三菱製薬から旭化成に変更。（５年間の約束の１回目） 

   演題 1「運動機能全体を活性化するリハビリテーション」 （座長：増田 博）  

    演者 和歌山県立医科大学 リハビリテーション医学講座 教授 田島文博 先生      

   演題 2「重症骨粗鬆症に対する週 1 回テリパラチドの効果」 （座長：大川得太郎先生） 

    演者 医療法人社団 三友会 高円寺整形外科 院長 大村 文敏先生 

   演題 3「鑑別診断の視点から診た筋肉由来の痛み」 （座長：佐藤哲也先生） 

    演者 独立行政法人国立病院機構仙台西多賀病院 脊椎脊髄疾患研究センター長 国

分正一先生 

 
H27.07.  会誌発行 

 

http://www.sakamoto-hosp.or.jp/sakamoto/htm/


H27.07.07（土）第 3 回 真田山セミナー（大学行事) 

 
H27.09.12（土）平成 27 年度前期理事会・市整会フォーラム（講演会のみ共催：帝人ファーマ） 

    場所 ANA クラウンプラザホテル４階 高砂の間   18 時～（理事会）、19 時～（講

演会） 

    特別講演「骨粗鬆症の最近の話題」 （座長：寺川文彦先生） 

     演者 岩本善介先生 

 
３、その他 

・IT 委員会より、市整会ホームページの記事が無くなった件について（森川） 

   議事録の最終の資料参照 

 
協議事項 

１、平成 27 年度後期事業計画 

H27.10.03（土）市整会学術文化講演会 

（場所；梅田スカイビルタワーウエスト 22 階 A 会議室）午後 5 時 30 分～                

     （学術講演のみ共催：日本臓器）(総合司会：明石健一) 

    学術講演「「分院」脊椎ケアセンターでの骨粗鬆症椎体骨折の治療」 （座長：増田博） 

     演者 和歌山県立医科大学附属病院紀北分院 脊椎ケアセンター長 教授 川上 

守先生 

    文化講演「ロボットスーツ HAL の機能改善治療への展開」 （座長：鳴嶋眞人） 

     演者 筑波大学 システム情報系 教授 山海 嘉之先生 

 
H27.10.24（土）南大阪骨折研究会 （大学行事) 

 
H27.10.31（土）「これからの『整形外科のかたち』を考える会」（健保介護診療担当勉強会） 

   （場所:ホテルモントレグラスミア、開始時間:16 時 45 分～）（共催：久光製薬） （総合

司会：天野祐一） 

    演題 1 「胸腰椎新鮮圧迫骨折患者に対するブプレノルフィン経皮吸収型製剤の効果、

安全性について」（座長：伊藤智康先生） 

     演者 整形外科よねだクリニック 米田昌弘先生 

    演題 2 「腰痛、肩痛の治療の工夫」（座長：秋野一男） 

     演者 佐藤整形外科クリニック 佐藤哲也先生 

    演題 3 「「整形外科疾患」に対する代替医療(鍼、漢方など)」（座長：天野祐一） 

     演者 西上整形外科 西上茂樹先生 

 



H27.11.08（日）家族会(～京都伏見稲荷観光と京懐石「ちもと」の昼食～)  

 
H27.12.06（日）市整会ゴルフコンペ 泉ヶ丘ＣＣ 

 
H28.01.16（土）市整会新年会 （場所：ANA クラウンプラザホテル）、（講演会のみ共催：エ

ーザイ） 

    特別講演 「演題名未定」（座長：未定） 

     演者 大阪市立大学大学院医学研究科 整形外科 乾 健太郎 准教授（予定） 

 
H28.02.13（土）同門会 総会 

 
H28.02. 27（土）予定 市整会学術講演会（共催：小野薬品） 

     （大学行事、OCOA の日程を考えて調整します） リーガロイヤルホテル 

    演題「筋膜剥離の話」（正式演題未定）（座長：未定） 

     演者 弘前大学医学部附属病院 総合診療部   小林 只（ただし）先生 

 
H28.03.18（金）予定 諮問委員会 （3/12 島津晃先生の米寿を祝う会 堺のアゴラリージェン

シーホテル） 

 
H28.03.26（土）予定 平性 27 年度後期理事会・市整会フォーラム（共催：久光製薬） 

 
H28.04.23（土）学術講演会 （共催：旭化成） 南海スイスホテル 

    演題 1 「演題未定」（座長：未定） 

     演者 未定 

    演題 2 「演題未定」（座長：未定） 

     演者 仙台社会保険病院 副院長 村上栄一先生 

    演題 3 「演題未定」（座長：未定） 

     演者 奈良県立医科大学整形外科 仲西 康顕先生  

 
H28.06.25（土）市整会総会 （講演会のみ共催：科研製薬） 天王寺都ホテル 

 
２、その他 

1）家族会について（福利厚生：安田）：大川先生からご案内がもうすぐ送られる手はずになっ

ております。 

2）新年会のアトラクションについて：山口マリ（サックス奏者）さんに、来年早々の話であり、

すでにオファーをかけて、了解をいただいております。（サックス奏者で、分野はジャズですが、



いろんなジャンルをこなせる方です。）そのことを、諮問委員会にひき続き御報告したところ全

員の了解が得られました。 

3）柳井先生が一人で管理してくださっている会計担当の補佐に伊藤智康先生になって頂く了解

が得られております。 

4）市大整形外科学教室 70 周年記念式典及び祝賀会の進捗状況 （鳴嶋会長） 

① 70 周年準備委員会発足に伴って市整会からの人選関与として （森川） 

   顧問      ：榎本高明先生 南平克積先生 頼 功先生 

   実行委員会   ：鳴嶋眞人先生 安田浩成先生 増田 博先生 

   大学運営委員会 ：鳴嶋眞人先生 安田浩成先生 増田 博先生 斧出安弘先生 天野祐

一先生  

   以上が決定しているが、仕事量を考え市整会独自での運営委員会を立ち上げることは、前

回の諮問委員会にて決定したが、以下の先生方にお手伝いして頂くお願いをしていく事となって

おります。 

 
   市整会運営委員会：柳井尚浩先生、宮内 晃先生、大川得太郎先生、秋野一男先生、伊藤

智康先生、調子和則先生、上野憲司先生、木下裕介先生、宮脇裕二先生、西澤 徹先生、馬野隆

信先生、森川献志漢先生 

② 寄付金確認書の収集状況及び、その概要 （柳井、宮内） 

9/9 までの振込情報 

合計 みずほ 800 万（33 件）、郵貯 110 万（7 件） 

（ここには医師信用組合での分割納入が含まれません） 

返信いただいた確認書は、現時点で以下の振込意志の確認が取れております。 

振込 64 名 

医師信 11 名（H27,10 月より振り込み開始されます） 

振込見込額 1928 万円 

③ 上記②の 寄付金確認書の収集状況が悪い場合の対応策について （鳴嶋会長） 

確認書の返信のお願いをメール、Fax で再度お願いし、半年後には確認書の再送付を行う。 

また、それ以降の対策として個別にお願いしていく事も念頭に置き入局年度に応じ各責任者を下

記の如く決めさせて頂き、今回の理事会にて賛同を伺ったところ出席者全員の賛同が得られた。 

（下記の先生方のうち、先頭の先生を班長とさせて頂きます。） 

  昭和 25～昭和 28 ：長田 明、伊藤成幸、吉中正好 

  昭和 29～昭和 43 ：榎本高明、前野岳敏 

  昭和 44～昭和 48 ：南平克積、黒田晃司、奥田好彦 

  昭和 49～昭和 52 ：頼 功、岡垣健太郎 

  昭和 52～昭和 54 ：鳴嶋眞人、西上茂樹、佐藤哲也 

  昭和 55～昭和 56 ：安田浩成、宮脇裕二、斧出安弘 



  昭和 57～昭和 59 ：増田 博、天野祐一、柳井尚浩、馬野隆信 

  昭和 60～平成 06 ：宮内 晃、西澤 徹、伊藤智康、日下昌浩、上野憲司、調子和則 

  平成 07～平成 14 ：木下裕介、森川献志漢、小竹志郎、明石健一 

 
理事の先生方より目標額の質問や、勤務医会等と違い早くから集金する理由を質問され、高額な

お願いであり分割などで会員の先生方の負担軽減を考えさせて頂いた経緯や、会計報告はきっち

りとさせて頂く説明が鳴嶋会長からありました。 

また、ホームページや会報に、お支払いいただいた先生方のお名前を報告し判りやすくする事と

なった。 

 

 
IT 委員会より、市整会ホームページの記事が無くなった件について 

 
①無くなった記事の御報告 

【ゴルフ部のお知らせ】の記事は全滅 

斧出先生が書き込んで下さった【会員の近況報告＆趣味の部屋】の記事は 11 個 

高山先生が書き込んで下さった【会員の近況報告＆趣味の部屋】の記事は 7 個 

岡本先生が書き込んで下さった【会員の近況報告＆趣味の部屋】の記事は 1 個 

【講演会のお知らせ】は昨年 10 月以降が全滅 

【講演会参加の報告 ＆ 感想】の記事は 6 個 

【家族会のお知らせ】は 1 個 

以上が無くなっておりました。 

そこで、下記の対応をさせて頂きました。 

 
②無くなった記事への対応 

ゴルフ部の記事は業者さんと長濱先生と僕が再度書き込みをさせて頂き 

斧出先生の記事は斧出先生が再度書き込みをして下さり 

高山先生の記事は、気にしなくていいから又書き込みしますといったお返事頂きました。  

講演会のお知らせは必要な月以降をＩＴ委員会が再度書き込みをさせて頂き 

講演会参加の報告＆感想は小竹先生と僕が再度書き込みをさせて頂き 

家族会のお知らせは大川先生が再度書き込みをして下さいました。 

 
③今後の対策 

ＨＰの記事が無くなり、業者さんとも対応策についてお聞きしていますが、現状の書き込み式の

形式では頭を悩ましていると言った状況であります。只、何か名案が生まれた際には早急に対処

させて頂きます。 



そこで、パソコンに強い先生に助言を頂くと言った意味でも阪本先生がおられなくなり、オブザ

ーバーとして斧出先生に復帰をお願いしております。 

以上について御報告したところ、斧出先生の復帰は、IT 委員会は総務の管理下にあり、名簿上

の変更点はないが、これまで通りアドバイスを頂戴する事で、同意が得られた。 

 
また、ＩＴ委員会内でバックアップのシステム上の理解を深めることを徹底するか、ミラーサイ

トの様に１ヶ月毎のバックアップを別口で残しておく意見もあったが、コストのかかる内容でも

あり、今後 今回同様の事が起きれば考えていく検討課題となっている事を説明したところ、上

野理事より一般的な HP 管理料より格安で現在運営されている事もありコストを上げても早急

な対応をする方がいいのではないかとの意見があり協議したところ IT 委員会から業者さんに

どれ位の費用がかかるかを尋ね その額により年間で総額 25～35 万円位の支出（サーバー料は

別で）であるならば検討して良いとの意見を頂戴した。 


